
　

和
歌
山
県
田
辺
市
、
北
海
道

遠
軽
町
、
京
都
府
綾
部
市
、
そ

し
て
笠
間
市
は
、
と
も
に
合
気

道
の
開
祖
で
あ
る
植
芝
盛
平
翁

ゆ
か
り
の
地
と
し
て
友
好
都
市

の
盟
約
を
結
び
、
友
好
親
善
を

深
め
て
い
ま
す
。

　

植
芝
翁
は
、
明
治
16
年
12
月

14
日
に
現
在
の
和
歌
山
田
辺
市

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
明

治
45
年
、
北
海
道
遠
軽
町
に
入

植
し
、
厳
し
い
自
然
の
中
で
の

開
拓
の
か
た
わ
ら
武
道
の
修
行

に
励
み
、
日
本
古
来
の
柔
術
の

流
れ
の
中
か
ら
「
合
気
道
」
の

基
礎
と
な
る
部
分
を
確
立
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
正

９
年
に
は
、
帰
郷
と
同
時
に
京

都
府
綾
部
市
に
移
り
住
み
、「
植

芝
塾
」
を
開
設
し
て
多
く
の

人
々
に
武
術
を
教
授
し
、
気
・

心
・
体
の
一
致
に
よ
る
「
合
気

道
」
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
東
京
を
経
て

昭
和
17
年
に
笠
間
市
（
旧
岩
間

町
）
に
移
り
住
み
、
こ
の
地
に

修
練
道
場
を
開
く
と
と
も
に
、

昭
和
19
年
に
世
界
で
唯
一
と
な

る
「
合
気
神
社
」
を
建
立
し
て
、

合
気
道
の
一
大
拠
点
と
し
ま
し

た
。
や
が
て
合
気
道
は
海
外
に

も
普
及
し
、現
在
は
約
90
か
国
、

１
５
０
万
人
も
の
人
々
の
間
に

広
が
り
、
笠
間
市
は
「
合
気
道

の
聖
地
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て

笠間市の友好都市①笠間市の友好都市①

い
ま
す
。

　

本
紙
で
は
、「
広
報
か
さ
ま
」

４
月
号
を
皮
切
り
に
、
各
市
町

の
概
要
と
植
芝
翁
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

笠間市は、事業所や商店等の振興と市の新たな財源を確保するため、有料広告を掲載しています。

合気神社

合気道の開祖　植芝 盛平翁
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